
株式会社レゾナック・ホールディングス 2026年1Q 決算説明会 Ｑ＆Ａ要旨 
  
日  時：2026年5月13日（水）17:30～18:15 
説明者：取締役 常務執行役員CFO 染宮 秀樹 

＊内容は、開催日時点の情報に基づいております。 
 
 
【半導体・電子材料セグメント】 
Q AI向け製品が前年同期対比で増収したと説明があった
が、製品ごとに成長率に違いがあれば伺いたい。 

A 当社の主要なAI向け製品としては、NCF、AIサーバー向
け銅張積層板、TIMがある。いずれの製品も25/1Q対比
で増収した。26/2QもAI向け製品は引き続き成長する見
立てであり、上期業績予想を上方修正した。 

 
Q スマートフォン向けは、26/1Qどのように推移したか。

26/1Qが好調だった場合、顧客が前倒し発注をした、等
の理由はあるか。 

A 例年、1Qは旧正月による季節性の影響を受ける時期だが、
26/1Qについては、スマートフォン向けが想定より好調であり、
しっかり利益貢献をしてくれた。当社としては、実需に基づくもの
と理解しており、前倒し発注、といった認識は現時点ではしてな
い。 

 
Q 26/1Qから26/2Qにかけて、半導体・電子材料セグメ
ントは２割増収の見立てとなっている。具体的にどの製品
が成長する、などあれば伺いたい。 

A 特に成長率が高い製品は、AI向け製品であるNCF、AIサー
バー向け銅張積層板、TIMである。HDメディアについても、
26/1Qは、25/4Qに受注の前倒しがあった影響で販売数量
が振るわなかったが、26/2Qはその影響もなくなり、26/1Q対
比増収の見立てである。 

 
Q 上期業績予想を修正し、半導体・電子材料セグメントにつ
いては大幅上方修正をしているが、生産能力に問題はな
いか。 

A業績予想達成に向けた生産能力については問題ない。生産
性をしっかりと上げ、需要に対応していきたい。 

 
Q 銅張積層板の事業環境について伺いたい。“AIサーバ
ー”という文脈では、昨今GPUに加え、ASICなども立ち
上がっているが、御社としては、事業機会なのか。  

A GPU以外の用途についても拡大してきており、当社としては
事業機会ととらえている。拡大する需要にしっかりと応えられ
るよう、事業活動に励んでいる。 

 
Q 銅張積層板30%値上げのリリースが2026年1月

16日に発表されたが、26/1Qにすでに値上げ効果は顕
現しているか。足元の交渉状況含め伺いたい。 

A 銅張積層板の26/1Q実績は前年同期対比で増収だが、
主に数量増によるもので、値上げの影響はほとんどない。リリ
ースした通り、30%の値上げができるよう鋭意交渉中であ
り、足元の状況については回答を差し控えさせていただきた
い。 

 
【ケミカルセグメント】 
Q 26/2Qは黒字になる計画だが、黒鉛電極事業の状況は
改善の見立てか。 

A ケミカルセグメントは 26/1Q赤字となったが、これは黒鉛電
極事業において、販売数量が一部26/2Qにずれ込んだ影
響が主な要因である。26/2Qは黒鉛電極事業の販売数量
が回復する見立てであり、ケミカルセグメントとしてコア営業利
益16億円を見込んでいる。引き続き、黒鉛電極事業のブ
レークダウンを目指す。 

 
 
＊クラサスケミカルセグメントについては、パーシャル・スピンオフ実行に
向け、東京証券取引所へ上場申請中であることを鑑み、26/2Q以
降の業績見通しについては、質疑応答を実施しませんでした。

 
以上

＊本資料に掲載されている業績予想等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において入手可能な情報および将来の業績に影響を与える不確実な
要因に係る本資料発表日現在における仮定を前提としています。なお、法令に定めのある場合を除き、当社はこれらの将来予測に基づく記述を更新する義
務を負いません。実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。業績に影響を与える要素には、世界的な政治情勢、
経済情勢、規制の強化、製品の需要動向および市況、為替レートなどが含まれますが、これらに限定されるものではありません。 

 




